
○暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律 

(平成三年五月十五日) 

(法律第七十七号) 

              略 

   

 (定義) 

第二条 この法律において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定める

ところによる。 

一 暴力的不法行為等 別表に掲げる罪のうち国家公安委員会規則で定めるものに当た

る違法な行為をいう。 

二 暴力団 その団体の構成員(その団体の構成団体の構成員を含む。)が集団的に又は常

習的に暴力的不法行為等を行うことを助長するおそれがある団体をいう。 

三 指定暴力団 次条の規定により指定された暴力団をいう。 

四 指定暴力団連合 第四条の規定により指定された暴力団をいう。 

五 指定暴力団等 指定暴力団又は指定暴力団連合をいう。 

六 暴力団員 暴力団の構成員をいう。 

七 暴力的要求行為 第九条の規定に違反する行為をいう。 

八 準暴力的要求行為 一の指定暴力団等の暴力団員以外の者が当該指定暴力団等又は

その第九条に規定する系列上位指定暴力団等の威力を示して同条各号に掲げる行為を

することをいう。 

(平九法七〇・一部改正) 

(指定) 

第三条 都道府県公安委員会(以下「公安委員会」という。)は、暴力団が次の各号のいずれ

にも該当すると認めるときは、当該暴力団を、その暴力団員が集団的に又は常習的に暴

力的不法行為等を行うことを助長するおそれが大きい暴力団として指定するものとする。 

一 名目上の目的のいかんを問わず、当該暴力団の暴力団員が当該暴力団の威力を利用

して生計の維持、財産の形成又は事業の遂行のための資金を得ることができるように

するため、当該暴力団の威力をその暴力団員に利用させ、又は当該暴力団の威力をそ

の暴力団員が利用することを容認することを実質上の目的とするものと認められるこ

と。 

                 略 


